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防災ブックを
全世帯に配布

　
市
は
３
月
下
旬
に
、
市
内

の
全
世
帯
と
全
事
業
所
を
対

象
に
、
各
地
域
の
水
害
リ
ス

ク
や
水
害
に
関
す
る
最
新
情

報
な
ど
を
掲
載
し
た
防
災

ブ
ッ
ク
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
水
害
に
備
え
、
主
体
的

に
自
身
や
家
族
の
安
全
確
保

の
た
め
に
行
動
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

　
３
月
１
日
、
地
域
福
祉
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
居
住

支
援
協
議
会
設
立
総
会
が
行

わ
れ
、
賃
貸
住
宅
事
業
者
、

居
住
支
援
団
体
、
福
祉
関
係

団
体
、
市
関
係
部
署
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
本
総
会
で
は
、
高
齢
者
な

ど
住
宅
確
保
要
配
慮
者
と

い
っ
た
、
住
宅
を
借
り
づ
ら

い
状
況
の
人
の
円
滑
な
入
居

賃貸住宅への入居
困りごと相談・支援

ま
す
。

　

防
災
ブ
ッ
ク
に
は
、「
い

つ
、
ど
こ
へ
、
ど
の
よ
う
に

し
て
避
難
す
る
か
」
と
い
っ

た
、
災
害
時
、
命
を
守
る
た

め
に
と
る
防
災
行
動
を
、
自

分
自
身
が
時
系
列
的
に
整
理

す
る
ペ
ー
ジ
（
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
）
が
設
け
ら
れ
て
い

る
他
、
水
害
発
生
時
に
お
け

る
市
内
の
浸
水
被
害
想
定
や

水
害
か
ら
の
避
難
の
あ
り
方

（
広
域
避
難
な
ど
）
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
届
い
て
い
な
い
場
合
は
近

畿
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ス
テ
ィ
ン
グ
協
同
組

合
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環
境
の
整
備
に
向
け
て
、
設

立
規
約
の
承
認
と
令
和
４
年

度
の
事
業
計
画
の
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

関係機関の連携
の基に

水害から命を守
る

△居住支援協議会設立総
　会の様子
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市
・
大
阪
工
業
大
学
・

Ｏｐ
ｅ
ｎ
Ｓ
ｔ
ｒ
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ｅ
ｔ
㈱

３
者
が
協
定
締
結

　
市
で
は
2
月
25
日
、
大
阪

工
業
大
学
、
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ｓ
ｔ

ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
㈱
の
3
者
で
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
実
証
実
験
に
係

る
産
官
学
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
の
実
証
実
験
は
、
令
和
6

年
3
月
31
日
ま
で
の
2
年
間

（
4
月
1
日
運
用
開
始
）
で
、

市
内
全
域
に
お
い
てO

ｐ

ｅ
ｎ
Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
㈱
が
提

供
す
る
「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ 

Ｃ

Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
（
ハ
ロ
ー
サ

イ
ク
リ
ン
グ
）」
を
実
施
し

大
阪
工
業
大
学
と

連
携
協
定　

　
市
で
は
2
月
25
日
、
大
阪

工
業
大
学
と
「
摂
津
市
と
大

阪
工
業
大
学
の
連
携
に
関
わ

る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
相
互
の
資
源
を
活
用
し
な

が
ら
、
研
究
・
普
及
・
教
育

に
係
る
連
携
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
地
域
の
発
展
と
活
性

化
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
と

充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

ま
す
。

　
市
で
は
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
の
本
格
導
入
を
見
据
え
、

実
証
実
験
か
ら
得
ら
れ
る
利

用
デ
ー
タ
を
連
携
協
定
の

パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
る
大
阪

工
業
大
学
に
提
供
し
、分
析・

検
証
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
提

案
・
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
受

け
、
人
が
集
ま
る
場
所
に
新

た
に
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
ポ
ー

ト
を
設
置
す
る
な
ど
、
利
用

ニ
ー
ズ
や
周
辺
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
、
利
便
性
向
上
に

向
け
て
更
な
る
展
開
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
協
定
で
は
、
地
域
の
政
策

課
題
、
共
同
で
実
施
す
る
事

業
の
企
画
及
び
推
進
、
地
域

活
性
化
に
寄
与
す
る
人
材
の

育
成
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
政
策

課
題
の
解
決
な
ど
大
阪
工
業

大
学
が
持
つ
知
的
・
人
的
資

源
を
活
用
し
な
が
ら
、
お
互

い
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

シェアサイクルに係る
産官学連携協定を締結

環境にやさしい
まちへ

◁
協
定
式
の
様
子

※
利
用
方
法
な
ど
は
本
広
報
紙
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